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會

報

の
重

要

性

會
報
が
誕
生
し
た
の
は
昭
和
五
年
十

月
で
、
早
い
も
の
だ
も
う
二
十
年
に
な

る
。
そ
の
年
の
七
月
に
本
會
理
事
に
選

任
さ
れ
た
浦
松
佐
美
太
郎
君
が
、
九
月

の
常
例
理
事
會
の
席
上
で
、
営
時
本
會

の
刊
行
物
と
し
て
は
磯
開
誌

「山
岳
」

が
年
二
回
あ
る
ば
か
り
で
、
こ
れ
で
は

會
と
會
員
と
の
連
絡
に
も
不
充
分
で
あ

る
し
、
會
員
の
會
に
対
す
る
開
心
を
喚

起
す
る
た
め
に
も
何
か
別
に
も
つ
と
頻

繁
に
會
員
の
手
許
に
屈
く
も
の
を
出
さ

す
べ
き
だ
と
提
案
し
、
浦
松
君
が
一
切

を
イ
ヤ
應
な
し
に
押
付
け
ら
れ
早
速
墾

月
か
ら
始
ま
つ
た
の
で
あ
る
。

一
琥
か
ら
五
〇
琥
、
五
一
琥
か
ら
百

擁
と
二
朋
に
合
本
さ
れ
た
會
報
を
取
出

し
て
絡
讀
す
る
と
、
時
間
の
た
つ
の
も

忘
れ
る
ほ
ど
興
味
が
深
い
ば
か
り
で
な

く
、
會
報
の
果
し
て
き
た
役
目
の
大
き

か
つ
た
こ
と
を
泌
々
と
感
ず
る
。
こ
ん

ど
百
五
十
琥
を
迎
へ
て
ま
た
合
本
が

一

朋
ふ
え
る
課
だ
が
、
こ
の
際
嚢
案
者
浦

松
君
の
創
意
と
最
初
の
苦
心
は
高
く
評

債
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
ふ
。

會
と
會
員
と
の
連
絡
に
主
眼
を
お
い

て
創
刊
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
が
、
會
の

長
老
小
島
、
武
田
、
高
野
、
本
暮
と
い

つ
た
大
先
輩
は
じ
め
會
員
諸
氏
の
滋
味

豊
か
な
随
筆
随
想
も
載
つ
て
ゐ
る
し
、

な
ん
の
氣
策
ね
も
な
い
活
湊
な
意
見
や

論
争
が
賑
や
か
だ
つ
た
こ
と
も
あ
り
、

そ
の
乳
で
は
會
員
の
談
話
室
の
や
う
な

役
も
し
て
き
た
。
國
内
登
山
界
の
う
つ

り
興
り
も
海
外
登
山
界
の
状
勢
も
よ
く

博
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
・研
究
資
料
も
そ
の

と
き
ハ
＼
の
話
題
を
取
上
げ
て
熱
心
な

ま
た
貴
重
な
寄
稿
が
み
ら
れ
る
。

山
岳
文
献
に
つ
い
て
も
内
外
の
書
評

紹
介
や
、
購
入
寄
贈
書
目
で
會
報
創
刊

以
後
の
新
刊
は
勿
論
ハ
古
典
の
か
ず
か

ず
も
敗
載
さ
れ
て
、
い
ま
に
な
つ
て
み

る
と
非
常
に
便
利
で
あ
る
。
會
員
通
信

な
ど
の
中
に
は
軽
る
い
旅
信
も
あ
る

が
、
ま
た
登
攀
記
録
と
し
て
登
山
史
に

摘
録
さ
れ
る
べ
き
も
の
も
含
ん
で
ゐ
る

で
あ
ら
う
。

こ
の

一
、
二
年
末
雑
誌

「山
」
を
本

も
な
し
、
國
民
證
育
大
會
登
山
部
門
の

世
話
役
が
主
な
仕
事
で
も
な
い
。
あ
く

ま
で
登
山
者
の
ク
ラ
ブ
で
あ
つ
て
、
ク

ラ
ブ
と
し
て
し
つ
く
り
と
し
た
張
い
性

格
を
も
つ
こ
と
さ
へ
出
来
れ
ば
、
養
成

も
講
脅
も
世
話
役
も
ら
く
に
勤
ま
る
の

だ
。
そ
の
ク
ラ
ブ
を
ま
と
め
て
ゆ
く
の

に

「
會
報
」
の
占
め
る
役
割
は
小
さ
く

な
い
と
い
ふ
こ
と
を
ク
ド
イ
や
う
だ
が

繰
返
し
て
言
つ
て
お
き
た
い
。

（藤
島
敏
男
）

加

へ
十

一
名
と
な
つ
た
。

本
會
の
名
誉
會
員
は
長
く
會
に
封
し

て
多
大
の
貢
献
な
さ
れ
且
本
邦
登
山
界

に
顧
著
な
業
績
を
残
し
た
長
老
會
員
中

か
ら
推
薦
さ
れ
る
も
の
で
、
故
人
で
は

ウ
ェ
ス
ト
ン
・
志
賀
重
昂

・
太
不
晟

・

白
井
光
太
郎

・
小
島
久
太

ｏ
辻
本
満
丸

の
六
氏
が
こ
の
名
誉
を
指
つ
た
に
過
ぎ

な
い
。

以
下
七
氏
の
會
に
於
け
る
紅
歴
と
そ

の
主
な
る
登
山
歴
と
を
掲
げ
て
み

や

●
三
枝
守
博

（奮
名
威
之
介
）
氏

一
九
〇
六
年
二
月
人
會

ｅ
一
九

一
〇

年
幹
事

・
一
九

一
九
年
六
月
か
ら

一
九

四

一
年
二
月
ま
で
評
議
員
。
三
二
年
の

長
年
月
會
の
役
員
と
し
て
會
務
に
貢
献

さ
れ
、
「
山
岳
」

四
年

一
琥

・
五
年

一

琥

ｏ
六
年

一
琥

・
七
年
二
琥
に
重
要
な

紀
行
を
変
表
さ
れ
た
外
初
期
の
同
誌
に

貴
重
な
篤
鎮
を
残
し
た
。

（
主
な
る
山
歴
）

一
九
〇
七
年
八
月
槍
ゲ
岳

・
一
九
〇

八
年
七
月
白
馬
岳
か
ら
五
龍
岳
ま
で
の

後
立
■
初
縦
走

ｏ
一
九
〇
九
年
七
月
小

島
氏
等
と
悪
澤
岳
魚
無
河
内
西
河
内
を

経
て
赤
石
岳
に
達
す
る
記
録
的
な
登
山

に
成
功

・
同
年
八
月
五
龍
か
ら
鹿
島
槍

を
き
は
め
た

ｏ
一
九

一
〇
年
七
月
辻
本

氏
等
と
爺
岳
に
登
り
鹿
島
槍
を
往
復
し

針
ノ
本
峠
迄
の
後
立
山
縦
走
を
完
成

・

更
に
中
村
氏
と
薬
師

・
双
六

・
槍
ケ
岳

の
縦
走
を
な
し
紳
河
内

へ
下
つ
た

ｏ
一

九

一
一
年
七
月
加
賀
氏
と
大
町
か
ら
針

ノ
本
峠
を
越
え
立
山
を
き
は
め
創
岳
を

試
み
た
が
天
候
不
良
の
た
め
果
さ
な
か

つ
た
。

●
鳥
山
悌
成
氏

一
九
〇
六
年
五
月
入
會

・
一
九
二
三

年
五
月
幹
事
と
な
り
後
評
議
員
を
策
ね

る

・
一
九
舞
四
年

一
月
か
ら

一
九
四
六

年
六
月
ま
で
理
事
。
こ
の
間
ま
た
評
議

員
た
り
し
こ
と
あ
り
。
二
三
年
の
長
年
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會
編
輯
で
刊
行
し
て
き
た
ゝ
め
に

「會

報
」
は
殆
ど
會
務
報
告
が
紙
面
の
全
部

を
占
め
て
ゐ
る
が
、
「山
」
は
廣
範
園
の

登
山
者
を
封
象
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て

「會
報
」
は
元
の
姿
に
復
し
本
来
の
役

目
を
果
た
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は

言
ふ
を
ま
た
な
い
。
然
し
そ
れ
に
は

「
會
報
」
に
対
す
る
會
員
の
認
識
と
協

力
と
が
先
決
問
題
で
あ
る
。

日
本
山
岳
會
は
登
山
若
養
成
所
で
も

な
け
れ
ば
、
登
山
技
術
講
習
會
本
部
で

新

名

基
口
會

員

會
は
四
月
十
九
日
の
役
員
線
會
に
於

て
長
老
會
員
十
餘
名
の
候
補
者
中
か
ら

三
枝
守
博

ｏ
鳥
山
悌
成

・
加
賀
正
太
郎

中
村
清
太
郎

・
田
部
重
治
・
近
藤
茂
吉

桐
有
恒
の
七
氏
を
名
替
會
員
に
推
薦
し

た
。
よ
つ
て
會
の
名
春
會
員
は
現
在
の

高
頭
仁
兵
衛
・
高
野
鷹
蔵
・
武
田
久
吉

山
川
歎
の
四
氏

（何
れ
も
豪
起
人
）
に

第4回 ウエストン祭

七月九日一十三日

八日午後十時新宿嚢準急

九日 松本一上河内

1。 記念祭 (ウ エストシ像前)

2.講演 0キ ヤンプフアイヤー・座談

會など

十日一十三日 於穂高涸澤

穂高・槍その他の縦走班

1600園 (含新宿松本上河内間往復車賃

・上河内一泊 0宿泊料その他割引)外

に参加金一人 100園

参加希望の方は至急本會宛申込のこと

・詳細を通知します。

本 年 度 會 費 御 納 入 下 さい

(詳細は四頁御参照のこと)

日
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事
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月
役
員
と
し
て
會
務
に
墨
さ
れ
、
特
に

多
年
會
の
財
政
方
面
を
指
営
さ
れ
た
。

氏
は
會
の
母
腱
と
も
云
ふ
べ
き
日
本
博

物
學
同
志
會
の
會
員
と
し
て
嚢
起
人
に

は
な
ら
な
か
つ
た
が
創
立
営
時
か
ら
本

會
と
深
い
開
係
を
も
た
れ
、
ま
た
會
が

祗
園
法
人
改
組
に
際
し
て
は
と
り
わ
け

泰
力
さ
れ
た
。

（
主
な
る
山
歴
）

一
九
〇
七
年
武
田
、
梅
澤
、
河
田
の

諸
氏
と
甲
斐
駒
ケ
岳
に
登
り
同
山
が
自

崩
山
と
同

一
な
る
こ
と
を
確
め
た
。

（「山
岳
」
二
年
三
琥

ｏ
三
年

一
琥
）

●
加
賀
正
太
郎
氏

一
九
〇
八
年
五
月
入
會

・
一
九
二
五

年
十
月
か
ら

一
九
四

一
年
二
月
ま
で
評

議
員
で
あ
つ
た
。

（
主
な
る
山
歴
）

一
九

一
〇
年
八
月
欧
洲
ァ
ル
プ
ス
に

遊
び

ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
登
山

・
マ
ッ
タ
ー

ホ
ル
ン
の
裾
を
牛
周
し
て
同
名
の
氷
河

を
下
り
、
ブ
ル
イ
ユ
に
泊
じ
ア
オ
ス
タ

の
谷
を
訪
れ
サ
ン
・
ベ
ル
ナ
ア
ル
峠
を

越
え
て
ス
キ
ス
に
入
る
。
「
山
岳
」
六
年

一
琥
に
敗
載
さ
れ
た
同
氏
の

「
欧
洲
ア

ル
プ
ス
越
え
」
は
邦
人
登
山
家
の
初
め

て
ズ
キ
ス
ｏ
ア
ル
プ
ス
を
訪
れ
た
紀
行

と
し
て
甚
だ
貴
重
な
も
の
で
あ
つ
た
。

一
九

一
一
年
七
月
二
枝
氏
と
共
に
針

ノ
木
峠
を
越
え
立
山
に
至
り
同
氏
と
別

れ
五
色
原
か
ら
薬
師
岳

・
三
俣
蓮
華

ｏ

槍
ケ
岳

へ
の
縦
走
を
な
し
紳
河
内
に
下

つ
た
。

●
中
村
清
太
郎
氏

一
九
〇
八
年
五
月
入
會

・
一
九

一
〇

年
幹
事

ｏ
一
九

一
九
年
か
ら

一
九
四
六

年
六
月
ま
で
評
議
員
（営
初
幹
事
宋
任
）

三
六
年
の
長
年
月
に
互
り
役
員
と
し
て

會
に
整
さ
れ
た
」。
山
岳
」
に
寄
稿
さ
れ

た
も
の
も
極
め
て
多
く
そ
れ
ら
は
後
年

『
山
岳
渇
仰
』
に
ま
と
め
ら
れ

た
。
氏

は
叉
山
岳
書
家
と
し
て
も
夙
に
令
名
を

馳
せ
、
そ
の
作
品
の
多
く
は

「山
岳
」

を
飾
り
、
叉
そ
の
装
慎
等
で
同
氏
の
手

に
な
つ
た
も
の
も
少
く
な
い
。

（
主
な
る
山
歴
）

一
九
〇
八
年
夏
奥
常
念
岳

・
一
九
〇

九
年
七
月
小
島
氏
等
と
悪
澤
岳

・
赤
石

岳
の
記
録
的
登
山

・
八
月
穂
高

ｏ
一
九

一
〇
年
七
月
三
枝
氏
等
と
共
に
後
立
山

縦
走
後
薬
師
か
ら
槍
ケ
岳

・
更
に
辻
村

氏
と
霞
澤
岳

・
同
十
二
月
武
箪
山

・
一

九

一
一
年
十
二
月
大
井
川
田
代
か
ら
大

崩
山
に
登
り
三
尺
峠
を
越
え
梅
ケ
島
温

泉
か
ら
更
に
体
ケ
岳
に
登
る
ｏ
一
九

一

二
年
四
月
田
部
氏
と
飛
龍
及
大
菩
薩

ｏ

同
七
月
南
よ
り
光
岳
に
登
リ
イ
ザ
ル
ケ

岳
。上
河
内
・聖
岳
を
経
て
赤
石
岳
に
達

す
る
記
録
的
登
山

・
同
十

一
月
唐
松
尾

・
牛
王
院
か
ら
雲
取
山

。
一
九

一
三
年

五
月
金
峰
山
か
ら
雁
坂
峠

・
同
七
月
立

山
温
泉
か
ら
五
色
原

へ
至
つ
て
滞
在

ｏ

槍
ケ
岳
か
ら
末
り
し
本
暮
、
田
部
氏
ら

と
立
山

ｏ
製
岳
に
登
る

（
別
山
尾
根
か

ら
の
初
登
攀
Ｙ

一
九

一
五
年
五
月
初
め

て
笛
吹
川
に
入
る
・
同
年
夏
黒
部
川
に

入
り
大
蓮
華

ｏ
五
龍
に
登
つ
た
外
小
黒

部
の
谷
か
ら
大
窓
の
雲
漢
を
登
り
大
窓

に
達
す

（
初
登
）。

●
田
部
重
治

（奮
姓
南
日
）
氏

一
九
〇
九
年
十
二
月
入
會

・
一
九

一

九
年
六
月
か
ら

一
九
四
六
年
六
月
ま
で

評
議
員
（営
初
幹
事
策
任
）
。
前
後
二
七

年
の
長
き
間
役
員
と
し
て
會
に
貢
献
さ

れ
た
。
ま
た
そ
の
流
麗
な
文
章
は

「山

岳
」
の
諸
琥
を
飾
り
後

『山
と
決
谷
』

に
ま
と
め
ら
れ
て
多
く
の
讀
者
を
も
つ

た
・。
そ
の
他
山
に
開
す
る
著
書
が
少
く

な
い
。
氏
は
ま
た
多
年
法
政
大
學
山
岳

部
長
と
し
て
後
進
を
指
導
さ
れ
た
。

（
主
な
る
山
歴
）

一
九
〇
九
年
五
月
本
暮
氏
と
景
信
山

か
ら
三
頭
山
ま
で
縦
走

ｏ
一
九
〇
九
年

七
月
早
月
川
か
ら
立
山

。
同
年
有
峰
か

ら
薬
師
岳

・
同
十
月
木
暮
氏

と
甲
武

信
、
三
賓
、
金
峰
縦
走

・
一
九

一
〇
年

七
月
有
峰
か
ら
薬
師
、
立
山
温
泉
か
ら

奥
大
日
岳
、
立
山
、
針
ノ
木
越
、
自
馬

岳

ｏ
同
八
月
片
貝
川
ア
ブ
キ
谷
か
ら
毛

勝
山

・
一
九

一
一
年
七
月
高
瀬
川
か
ら

烏
帽
子
岳
、
黒
部
五
郎
、
黒
岳
、
赤
牛

岳
、
東
澤
、
黒
部
川
、
千
、
ザ
ラ
峠
を

越
え
立
山
温
泉

ｏ
一
九

一
二
年
四
月
中

村
氏
と
飛
龍
大
菩
薩

・
同
七
月
本
暮
氏

と
雁
坂
か
ら
甲
武
信

ｏ
同
十

一
月
中
村

本
暮
氏
ら
と
唐
松
尾
、
牛
王
院
、
飛
龍
、

雲
取

へ
縦
走
、

一
九

一
三
年
中
村
木
暮

氏
と
金
峰
雁
坂
縦
走

ｏ
同
年
夏
木
暮
氏

と
槍
ケ
岳
か
ら
日
本
海
迄
の
大
縦
走

・

一
九

一
五
年
五
月
本
暮

・
中
村
氏
と
笛

吹
川

を
探

る
・
同
七
月
本
暮
氏
と
毛

勝
、
猫
叉
を
越
え
、
三
ノ
窓
の
頭
か
ら

初
め
て
側
岳
に
登
り
立
山
、
黒
部
を
越

え
赤
牛
岳
に
と
り
つ
き
黒
岳
、
野
口
五

郎
を
紅
て
高
瀬
に
下
る
記
録
的
登
山

ｏ

一
九

一
六
年
五
月
本
暮
氏
と
笛
吹
川
か

ら
甲
武
信
岳
に
登
り
賃
ノ
澤
を
下
る

・

一
九

一
七
年
五
月
本
暮
氏
と
笛
吹
川
釜

・澤
か
ら
甲
武
信
岳
に
登
る
（初
登
）
ｏ
同

七
月
木
暮
氏
ら
と
共
に
北
叉
谷
か
ら
朝

日
晴一
倉
に
登
り
白
馬
を
経
て
針
ノ
本
峠

ま
で
縦
走

・
一
九

一
八
年
柳
澤
峠
、
将

監
峠
、
大
洞
川
。

●
近
藤
茂
吉
氏

一
九

一
〇
年
十
二
月
人
會

・
一
九

一

七
年
幹
事

・
一
九

一
九
年
か
ら

一
九
四

一
年
二
月
ま
で
評
議
員
。
二
三
年
の
長

き
に
互
り
役
員
と
し
て
會
に
貢
献
さ
れ

た
。

一
九

一
四
年
六
月
九
日
滞
英
中
の

辻
村
伊
助
氏
と
共
に
正
賓
と
し
て
英
國

山
岳
會
の
晩
餐
會
に
招
待
さ
れ
た
。
同

日
列
席
者
中
に
は
マ
ム
、
ウ
オ
ラ
ス
ト

ン
、
コ
リ
ー
、
ロ
ン
グ
ス
タ
フ
、
ス
ペ

ン
サ
ー
等
錯
々
た

る
登
山
家
が
あ
つ

た
。
氏
は
ま
た
同
六
月
二
十
三
日
英
國

山
岳
會
の
Ｈュ
〇
「日
”́
【
Ｂ
８
疵
い
∞
に
於

て
日
本
ア
ル
プ
ス
に
つ
き
幻
燈
講
演
を

行
つ
た
。

（
主
な
る
山
歴
）

一
九

一
二
年
七
月
高
野
鷹
蔵
氏
と
富

山
側
か
ら
立
山
に
登
り
千
か
ら
針
ノ
木

峠
を
越
え
大
町
に
て
高
野
氏
と
別
れ
、

紳
河
内
か
ら
穂
高
槍
の
縦
走
に
成
功
し

た
。
（
初
め
て
の
逆
縦
走

な
ら
む
。
）
ｏ

一
九

〓
三
年
長
次
郎
、
干
蔵
と
共
に
長

次
郎
谷
か
ら
製
岳
を
き
は
め
干
蔵
と
二

人
で
別
山
尾
根
を
下
る
（初
通
過
）。
こ

の
時
長
次
郎
は
初
め
て
不
蔵
谷
を
下
つ

た
が
近
藤
氏
は
干
蔵
の
た
め
か
く
命
名

し
た
。
更
に
五
色
原
に
至
つ
て
中
村
氏

と
奥
本
挽
に
登
り
、
薬
師
、
黒
部
五
郎

蓮
華

へ
縦
走
し
た
。

一
九

一
四
年
五
月

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
山
地
紀
行

ｏ
同
年
八

月
ス
キ
ス
ア
ル
プ
ス
に
入
り
辻
村
伊
助

氏
と
シ
ュ
レ
ッ
ク
ホ
ル
ン
に
登
り
雲
崩

の
た
め
遭
難
し
た
事
情
は

『
ス
ウ
イ
ス

日
記
』
に
詳
し
い
。

●
槙
　
有
恒
氏

一
九

一
四
年
二
月
人
會

・
一
九
二
三

―

一
九
二
〇
年
幹
事

ｏ
一
九
二

一
―

一

九
二
三
年
理
事
、
こ
の
間
ま
た
副
會
長

に
推
薦
さ
れ
た

・
一
九
二
四
―

一
九
四

一
年
評
議
員

・
一
九
四

一
―

一
九
四
四

年
法
人
改
組
後
理
事
、
再
度
副
會
長
に

推
薦
さ
る
ｏ
一
九
四
四
年
本
暮
會
長
逝

去
さ
れ
る
や
會
長
に
推
さ
れ
た
が

一
九

四
六
年
辞
任
さ
る
ｏ
一
九
五
〇
年
評
議

員
。
多
年
役
員
と
し
て
會
に
残
さ
れ
た

足
跡
は
極
め
て
大
き
く
ま
た
慶
應
大
學

山
岳
部
の
大
先
輩
と
し
て
後
進
の
指
導

に
蓋
さ
れ
た
業
蹟
は
枚
奉
に
違
な
い
。

氏
は
ま
た
邦
人
で
初
め
て
英
國
山
岳
會

の
會
員
に
選

ば

れ

た
。
唯

一
の
著
書

『山
行
』
は
本
邦
の
山
岳
古
典
と
し
て
今

更
纏
説
の
要
も
な
か
ら
う
。

（
主
な
る
山
歴
）

一
九
二
〇
年
ヴ
エ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
ｏ

メ
ゾ
ヒ
よ
リ
ア
イ
ガ
ー
ヘ
の
縦
走

・
フ

イ
ン
ス
タ
ー
ア
ー
ル
ホ
ル
ゾ
よ
リ
グ
ロ

ッ
セ
シ
ュ
レ
ッ
ク
ホ
ル
ゾ
ｏ
一
九
二

一

年
モ
ン
ト
ロ
ー
ザ

・
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン

ｏ
ア
レ
ッ
チ
ホ
ル
ゾ
ｏ
ア
イ
ガ
ー
東
山

稜
初
登
攀

ｏ
一
九
二
二
年
二
月
槍
ヶ
岳

・
一
九
二
二
年

一
月
立
山
爾
陀
ケ
原
に

て
板
倉
勝
宣
氏
を
失
ふ
・
一
九
二
五
年

マ
ウ
ン
ト
ｏ
ア
ル
バ
ー
タ
の
初
登
頂
。

×
　
　
　
　
　
　
×

創
立
四
十
五
年
を
迎

へ
た
本
會
の
歩

ん
だ
路
は
必
ず
し
も
坦
々
た
る
も
の
で

は
な
か
つ
た
。
會
の
ル
ー
ム
が
焼
か
れ

蔵
書
の
凡
て
が
烏
有
に
き
し
た
戦
後
の

あ
の
う
つ
ろ
な
時
に
、
あ
ら
ゆ
る
困
難

を
押
し
き
つ
て
先
づ
ル
ー
ム
を
再
建
し

會
員
の
嫁
り
所
が
つ
く
ら
れ

た

こ
と

は
、
勿
論
営
時
の
役
員
の
努
力
と
相
侯

つ
て
會
員
其
他
の
協
力
の
賜
物
で
は
あ

つ
た
が
、
然
し
わ
れ
わ
れ
の
先
輩
が
立

派
な
博
統
を
遺
し
、
そ
の
無
言
の
力
が

直
接
間
接
働
き
か
け
た
事
賞
が
な
か
つ

た
な
ら
、
果
し
て
あ
の
や
う
に
早
く
立

直
り
を
み
せ
た
か
ど
う
か
疑
間
で
あ
つ

た
ら
う
。
ル
ー
ム
再
興
に
際
し
て
こ
の

や
う
な
感
を
持
つ
た
會
員
は
決
し
て
少

く
な
か
つ
た
と
信
ず
る
。

時
代
が
移
る
に
従
ひ
新
ら
し
い
世
代

の
會
員
が
次
々
に
會
を
指
つ
て
ゆ
く
で

あ
ら
う
が
、
わ
れ
わ
れ
の
良
き
先
輩
が

遺
さ
れ
た
博
統
を
省
み
、
上
下
の
結
び

つ
き
を
堅
く
し
つ
ゝ
将
来
の
飛
躍
に
向

ふ
こ
と
こ
そ
営
代
の
會
員
に
課
せ
ら
れ

た
任
務
で
は
あ
る
ま
い
か
。
新
名
誉
會

員
と
な
ら
れ
た
長
老
諸
氏
も
ど
う
か
健

康
に
悪
ま
れ
、
末
永
く
會
の
た
め
か
は

る
こ
と
な
き

助
力
を
加

へ
ら
れ

る
や

う
、　
こ
の
機
會
に
所
念
し
て
己
ま
な

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｔ
ｏ
Ｍ
）

★
木
暮
理
太
郎
氏
を
偲
ぶ
會

今
年
は
本
暮
さ
ん
の
七
回
忌
に
あ
た

る
の
で
五
月
六
日
ル
ー
ム
に
於
て
故
人

と
親
し
か
つ
た
會
員
有
志
二
十
餘
名
が

大
入
令
震
を
園
み
、
晩
餐
を
共
に
し
つ

ゝ
憶
ひ
出
を
語
り
合
つ
た
。
筒
同
夕
故

入
愛
蔵
の

Ｒ
リ
ュ
ヨ

ｏ
詢
∪
①
８
「け
Ｓ
Ｉ

多
①
■

二
雀
が
會
に
寄
贈
さ
れ
た
。

(2)
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七

一

白
樺
の
林
に
入
れ
ば

白
樺
は
白
く
冴
え
た
り

す

白
樺
の
柑
は
透
き
て

う
す
き
陽
に
自
く
光
れ
り

二

白
樺
の
林
に
入
り
て

白
樺
の
姿
を
見
た
り

白
樺
の
肌
は
ち
ち
色

す

い
さ
ゆ
う

水
宮
の
珊
瑚
に
似
た
り

三

白
樺
の
木
立
は
直
く

白
樺
の
木
立
は
細
し

白
樺
の
林
の
中
に

細
き
径
か
す
か
に
通
う

四

白
梓
の
林
歩
め
ば

白
樺
に
自
き
影
あ
り

白
梓
の
林
歩
め
ば

白
樺
に
青
き
影
あ
り

五

訪

い
の
人
も
絶
え
た
れ

音
も
な
く
林
は
立
て
り

若
葉
の
み
み
ど
り
に
萌
え
て

黒
き
土
ほ
の
か
匂

い
ぬ

六

白
樺
の
林
に
立
て
ば

白
樺
の
結
は
高
し

木
が
く
れ
に
空
は
は
る
け
く

流
る
る
は
青
き
風
の
み

白
樺
の
林
を
越
え
て

白
き
峯
速
く
輝
き

白
棒
の
林
の
奥
に

自
き
小
屋
静
か
に
立
て
り

白
樺
の
小
屋
に
憩
い
て

切
日
の
白
き
木
を
焚
く

白
樺
は
水
を
合
み
て

煙
立
て
ゆ
る
く
燃
え
た
り

自

　

樺
伊
藤

秀

五
郎

白
樺
の
林
の
朝
は

あ

わ

白
き
霧
淡
く
た
だ
よ
い

青
き
鳥
柑
わ
た
り
て

青
き
影

い
よ
い
よ
青
し

白
樺
に
雨
の
か
か
れ
ば

幹
濡
れ
て
青
く
光
れ
り

自
樺
に
風
の
あ
た
れ
ば

枝
鳴
り
て
谷
に
こ
だ
ま
す

十

一

白
樺
の
林
の
中
に

枯
オし
し
木
の
自
く
浮
べ
り

い
つ
の
日
に
枯
れ
し
若
木
か

肌
は
な
お
生
け
る
が
ご
と
し

十
二

白
樺
の
林
の
中
に
も

八ノL―
ト

誰た二あ
わ
れ
あ
れ
い
つ
の
日
に
清
ゆ

十
三

白
樺
の
林
を
行
け
ば

岩
か
げ
に
雪
√
減
鳴
り

春
浅
き
日
か
げ
斑
に

谷
窪
に
寒
く
残
れ
り

十
四

白
樺
の
林
の
中
の

一
す
じ
の
細
み
ち
黒
し

自
樺
の
林
の
路
は

墨
色
に
し
め
り
て
淋
し

十
五

白
樺
の
林
を
出
で
て

白
棒
の
姿
想
え
リ

白
樺
の
林
を
去
り
て

白
樺
の
心
を
知
り
ぬ

つ
三
つ
枯
れ
し
木
は
あ
り

の
つ
け
し
古
き
傷
か
や

日
書
室
か
ら
の
報
告

岡
書
室
落
成
の
一
週
年
も
過
ぎ
た
。

故
小
島
老
の
紀
念
展
覧
會
も
も
う

一
年

前
の
こ
と
に
な
つ
た
。
こ
の
一
年
間
に

こ
の
ル
ー
ム
を
訪
れ
た
人
々
の
こ
と
、

こ
ゝ
に
催
さ
れ
た
集
り
の
数
々
、
書
籍

や
絡
書
や
調
度
や
再
建
資
金
を
寄
せ
ら

れ
た
人
々
の
好
意
、
そ
れ
ら
の
こ
と
を

思
ひ
め
ぐ
ら
す
と
多
少
の
感
概
な
き
に

し
も
あ
ら
ず
で
あ
る
。

増
築
し
た
い
慾
も
あ
る
が
、
さ
う
大

望
を
抱
い
て
も
賓
現
容
易
で
な
い
か
ら

営
分
は
ル
ー
ム
本
末
の
目
的
に
重
路
を

置
い
て
同
書
の
充
賞
整
備
に
専
念
し
た

い
と
思
ふ
。
そ
こ
で
従
来

「岡
書
室
再

建
資
金
」
と
し
て
募
集
し
て
き
た
の
を

今
後
は

「岡
書
基
金
」
と
名
目
を
製

へ

る
こ
と
ヽ
し
た
。
然
し
會
員
諸
兄
並
び

に
同
好
諸
土
の
御
厚
意
に
侯
つ
と
こ
ろ

は
筒
多
々
あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
基

金
は
も
と
よ
り
書
籍
雑
誌
會
報
部
報
の

類
の
御
寄
賠
を
大
い
に
期
待
し
且
つ
お

願
ひ
し
た
い
の
で
あ
る
。
海
外
諸
國
の

山
岳
會
と
の
連
絡
も
ぼ
つ
ノ
＼
回
復
の

氣
運
が
向
い
て
来
た
。
會
員
諸
兄
が
も

つ
と
こ
の
ル
ー
ム
に
開
心
を
持
た
れ
る

こ
と
を
切
望
し
て
や
ま
な
い
。

（
Ｔ
ｏ
Ｆ
）

寄
附
者
芳
名

五
千
日
　
本
會
山
陰
支
部
　
一一千
回

森
田
勝
彦
　
一
千
回
　
近
藤
茂
士
口　
津

田
周
一一　
五
百
同
　
松
本
善
一一　
故
松

廣
新
　
四
百
回
　
西
川
　
博
　
三
百
回

畠
中
善
哉
　
一
一百
同
　
藤
島
源
太
郎

百
園
　
松
本
志
郎

小
　
計
　
　
　
一
一
、○
○
○
同

累
　
計

　

七
〇
六
、
四

一
五
園

紀
支
出

　

六
八
八
、
五
六
五
回

差
引
残

　

　

一
七
、八
五
〇
園

右
の
残
高
を
「国
書
基
金
」
に
繰
入

諾
威
隊
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征

昨
夏
チ
ッ
ト
ラ
ル
地
方
の
テ
イ
リ
ッ

ヒ
●
ミ
ー
ル
山
に
偵
察
を
行
つ
た
諾
威

山
岳
會
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
も
本
年
に
入

つ
て
か
ら
諾
威
地
學
協
會
と
共
同
し
て

着
々
準
備
を
進
め
二
月
末
に
は
装
備
、

食
糧
等
が
荷
造
さ
れ
て
印
度
に
向
け
崚

途
さ
れ
、
隊
員
も

大
畦

人
選
を
終
つ

た
。隊

長
、
ア
ル
ネ

ｏ
ネ
ス
教
授
、
隊
員

フ
リ
ッ
ト
ョ
ブ

ｏ
ロ
ー
レ
ン
ツ
エ
ン
博

土
、

ハ
ン
ス
・
エ
ッ
チ

・
ブ
ウ
ダ
、
パ

ｌ
ｏ
ク
ベ
ル
ン
ベ
ル
グ
、

ヘ
ン
リ
ー
●

ベ
ル
グ
氏
、
外
に
科
単
者
二
名
追
加
の

見
込
で
あ
る
。

筒
海
外
遠
征
の
経
験
者
は
隊
長
の
ネ

ス
教
授
と
ク
ベ
ル
ン
ベ
ル
グ
雨
氏
だ
け

で
あ
る
。
　

　

　

（
栗
飯
原
健
三
）

★
　
　
★
　
　
★
　
　
★

會
員
名
簿
を
作
成
し
ま
す

か
ら
至
急
豫
約
御
申
込
を

願
い
ま
す

終
戦
後
長
い
こ
と
會
員
名
簿
の
作
成

が
お
く
れ
て
ゐ
た
が
、
こ
の
程
印
刷
に

付
し
得
る
迄
に
整
備
が
出
来
た
の
で
一

日
も
早
く
會
員
各
位
の
手
許
に
属
け
た

い
と
思
い
ま
す
。
就
て
は
左
記
賞
費
を

御
途
金
の
上
至
急
豫
約
中
込
を
願
い
ま

す
。一

部
　
百

園
　
（
途
料
會
負
措
）

●
豫
約
部
数
が
五
〇
〇
に
み
た
ぬ
場
合

は
中
止
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

●
経
費
の
関
係
で
豫
約
部
数
し
か
印
刷

し
な
い
か
ら
豫
約
者
以
外
は
入
手
不

可
能
で
す
。

●
本
年
度
の
會
費
と
共
に
御
途
金
下
さ

回
豫
約
申
込
締
切

七
月
末
日
限
リ

(3)
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本

年

度

會
費

昭
和
十
五
年
度
會
費
は
、
左
の
通
り

決
定
し
た
。
人
會
金
は
従
前
通
り
。

●
會
費
年
額

（全
會
員
共
通
、
国
證

及
個
人
共
）

三
Ｄ
Ｄ
里

ゝ
基
本
額
一
五
〇
同
従
前
通

Ｅ
く
く
國

″山
　
岳

一
五
〇
回
新
　
規

東
京
支
部

（園
證
及
個
人
共
）

基ヽ
本
額
一
五
〇
回
″
ａ
ゴ

五〇〇回一剤部碁一一一呻∞曲一一一［［

一綱一婦髪一・〇〇回
、多ュ∬

地
方
支
部

三
〇
〇
回
に
各
支
部
費
を
加
え
た
額

●
入

會

金

個
人
三
〇
０
回

（含
正
章
代
）
従
前
通

園
證

一
〇
〇
〇
回

（同
　
右
）
″

園
證
員
個
人
登
録
手
数
料
二
〇
園
″

右
の
内
課
に
よ
つ
て
剣
る
ご
と
く
、

宣
質
的
に
は
、
會
費
は
昨
年
度
と
同
じ

で
あ
つ
て
、
「山
岳
」
一
朋
分
の
代
金
が

増
加
し
た
の
で
あ
る
。

周
知
の
通
り
、
「山
岳
」
は
會
の
機
関

誌
と
し
て
、
會
の
生
命
で
あ
り
、
會
を

象
徴
し
、
四
十
餘
年
の
博
統
を
保
ち
歴

史
を
築
き
上
げ
た
の
で
あ
る
。
以
前
は

會
費
を
納
め
れ
ば
、
山
岳
が
二
朋
途
ら

れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
し
、
そ
う
す
る

こ
と
が
本
営
だ
と
思
う
。
こ
ん
ど
、　
一

朋
だ
け
含
め
て
昔
の
姿
に
直
さ
う
と
い

う
の
で
あ
る
。
各
位
の
御
諒
承
と
、
機

開
誌
に
対
す
る
愛
情
に
よ
る
御
協
力
を

切
望
す
る
。

Ｘ
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
×

昭
和
十
五
年
度

會

員

線

會

二
月
十
五
日
午
後
　
於
交
通
博
物
饉

次
　
　
第

開
　
會
　
の
　
辞
　
　
　
堀
田
　
理
事

冊
劃
箸
賊
徊
蝶
郷
齢
並
　
松
方
理
事
長

十
四
年
度
會
計
報
告
　
　
谷
口
　
理
事

十
五
年
度
會
費
増
額
並
　
曇
１
　
里
昇

豫
算
審
議
　
　
　
　
　
　
ｔ

．́．ナ
　
週

．．．

役
員
改
選
の
件
　
　
　
　
〃

支
　
部
　
報
　
告
　
　
　
各
支
部
代
表

閉
　
會
　
の
　
辞
　
　
　
林
　
　
理
事

映
　
　
　
　
　
書
　
　
　
塚
本
閤
治
氏

出
席
者
百
五
十
名

（委
任
出
席
者
五

三
七
名
）、
各
議
事
は
異
議
な
く
可
決

さ
れ
た
。
左
に
概
要
を
記
す
る
。

●
　
廿
四
年
度
事
業
報
告

○
事
務
専
任
者
就
任
　
二
月
十
日
事
務

室
策
岡
書
室
落
成
と
同
時
に
、
會
員
原

全
教
が
入
居
し
建
物
の
管
理
を
す
る
こ

と
、
な
り
、
久
で
主
事
に
任
ぜ
ら
れ
て

藤
井
主
事
よ
り
事
務
を
引
つ
ぎ
、
超
え

て
六
月
三
日
菅
原
美
興
子
を
新
規
採
用

し
、
事
務
に
専
任
す
る
こ
と
と
な
り
、

一臓
井
は
主
事
辞
任
後
も
全
面
的
協
力
を

惜
ま
ず
、
最
に
常
任
事
務
は
着
々
と
進

捗
す
る
よ
う
に
な
つ
た
。

○
ウ
エ
ス
ト
ン
祭
　
六
月
九
、
十
雨
日

上
河
内
に
於
て
、
東
京
及
各
地
會
員
約

八
十
名
参
加
し
て
盛
大
に
行
は
れ
、
績

い
て
、
四
班
に
分
れ
て
穂
高

ｏ
槍

ｏ
笠

な
ど

へ
山
行
し
た
。

○
第
四
回
國
民
證
育
大
會
富
土
登
山

役
員
及
参
加
者
約
二
百
名
、
十
月
升
日

十

一
月
三
日
に
互
り
無
事
終
了
し
た
。

之
と
不
行
し
て
公
開
登
山
三
班
を
編
成

し
そ
れ
ハ
＼
甲
斐
駒
、
金
峯
、
瑞
惜
、

大
菩
薩

へ
登
行
し
た
。

○
小
集
會
　
賞
施
は
東
京
支
部
へ
委
任

し
、
五
月
十
九
日
第

一
〇
九
回
よ
り
三

月
十
六
日
第

一
一
九
回
ま
で
十

一
回
開

催

（
詳
細
は
東
京
支
部
報
告
に
譲
る
。
）

○
講
師
或
は
指
導
員
派
遣

六
月
　
山
梨
支
部
主
催
高
校
生
講
習

開
根

・
原

八
月
　
甲
府
南
嶺
會
組
會
講
演
　
堀

田
八
月
　
穂
高
涸
澤
に
於
け
る
、
岡
山

縣
玉
野
高
校
女
子
部
の
合
宿
　
川
森

・

新
村

・
網
蔵

ｏ
吉
田

八
月
　
山
陰
支
部
主
催
講
演
及
映
書

原
十
月
　
於
茅
倉
尾
根
岩
登
講
習
　
原

ｏ
中
里

十

一
月
　
於
富
士
山
、
高
校
岳
連

崎
田十

二
月
　
贋
島
山
岳
會
及
山
陰
支
部

原
十
五
年

一
月
　
於
霧
ガ
峯
、
山
梨
支

部
ス
キ
ー
講
習
　
林

ｏ
藤
井

ｏ
中
里

○
紀
念
ビ
ッ
ケ
ル
寄
贈
　
十
二
月
ァ
メ

リ
カ
山
岳
會
オ
ー
バ
リ
ン
、
ヱ
イ
ヤ
ー

ズ
雨
氏
よ
リ
ア
ル
バ
ー
タ
登
山
記
念
、

ス
イ
ス
製
、
銀
仕
上
ピ
ッ
ケ
ル
の
寄
賠

を
受
け
た
。

○
外
國
山
岳
會
と
の
連
絡
　
ア
メ
リ
カ

山
岳
會

ｏ
カ
ナ
ダ
山
岳
會
を
は
じ
め
欧

米
各
山
岳
會
と
の
連
絡
が
開
始
さ
れ
る

よ
う
に
な
つ
た
。

○
出
版
事
務

一
、
山
岳
　
四
四
年

一
競
―
十
月
、

同
二
競
―
十
二
月
各
刊
行
。

二
、
山
日
記
　
十
五
輯

（
一
九
五
〇

年
版
）
十

一
月
装
行
。

三
、
會
報
　
一
四
四
―

一
四
九
琥
五

回
嚢
行
。
頁
敷

・
紙
質

ｏ
證
裁
共
に
、

戦
前
に
復
し
つ
ゝ
あ
り
。

四
、
山
　
七
月
以
降
毎
月
、
朋
文
堂

か
ら
刊
行
、
市
販
と
な
る

（
河
出
書
房

は
五
月
で
打
切
）
。

○
支
部
状
勢
　
本
會
支
部
は
順
調
に
嚢

展
し
各
地
に
設
立
さ
れ
、
現
状
左
の
通

東
京

・
開
西

ｏ
越
後

上
臓
島

・
山
形

ｏ
静
岡

ｏ
信
濃

ｏ
富
山

ｏ
石
川

ｏ
山
梨

ｏ
山
陰

・
北
海
道

（
十
二
支
部
）

設
立
準
備
中
或
は
計
謹
あ
る
も
の

兵
庫

ｏ
岐
阜

・
群
馬

ｏ
北
九
州

・
鹿

兒
島

ｏ
神
奈
川

・
宮
城

○
會
員
状
勢
（十
五
年
二
月
十
二
日
調
）

一
、
會
員
番
競
　
一二
七
五
三
琥

二
、
會
員
現
在
敷
　
一一
七
一
二
名

内
　
　
課

十
四
年
度
迄
會
費
納
入

一
〇
七
〇
人

そ
の
他
連
絡
あ
る
者
　
　
五
四
〇
人

廿
四
年
二
月
以
降
連
絡
な
き
者

四
〇
〇
人

通
信
に
対
し
返
信
な
き
者
五
〇
〇
人

住
所
生
死
不
明
の
者
　
　
一
一〇
二
人

三
、
十
四
年
入
會
老
　
　
五
五
九
名

（
手
績
の
み
本
年
度
に
し
た
者
を

含
む
）

型
、
退
會
者
　
　
　
　
　
　
八
〇
人

（
正
式
届
出
及
支
部
若
は
所
囲
園

性
よ
り
の
通
知
に
よ
る
）

五
、
物
故
者
　
　
　
　
　
　
二
六
人

（同
右
）

○
岡
書
室
利
用
状
況
（署
名
簿
に
よ
る
）

一
、
末
室
者
　
二
月

（
下
旬
開
室
）

六
二
人
、
四
月
一二
五
〇
人
、
五
月
三
三

〇
人
、
六
月
四
二
九
人
、
七
月
四
六
五

人
、
八
月
二
一
四
人
、
九
月
二
七
四
人

十
月
四
〇
八
人
、
十

一
月
二
五
二
人
、

十
二
月
二
九
九
人
、　
一
月
二
〇
六
人
、

二
月
二
五
八
人
、
二
月

（
廿
三
日
迄
）

一
八
二
人
、
計
三
八
三
〇
人
、
平
均

一

日

一
〇
・五
人
。

會
員
末
室
者
の
種
別
は
、
同
書
開
覧

者
、
岳
友
間
の
親
睦
、
無
目
的
訪
間
、

地
方
會
員
宿
泊
會
費
納
入
、
出
版
物
購

入
、
用
具
、
山
行
相
談
、
所
属
園
證
會

合
、
國
證
参
加
者
、
支
部
役
員
の
事
務

連
絡
、
役
員
會
出
席
等
多
岐
に
互
り
、

夏
山
及
ス
キ
ー
ン
ー
ズ
ン
中
は
減
少
の

傾
向
に
あ
る
。

な
お
、
會
員
外
岳
人
の
人
會
申
込

ｏ

訪
間

ｏ
相
談

ｏ
新
聞
及
雑
誌
記
者
、
国

書
館
経
営
者
、
用
品
商
、

出
版
関
係

者
、
印
刷
、
製
本
、
鴬
員
等
業
者
、
官

公
聴
員
、
地
方
學
校
見
學
者
な
ど
を
合

せ
て
宣
際
の
末
室
者

一
日
不
均

一
五
―

二
〇
人
と
見
て
、
線
敷
六
―
七
〇
〇
〇

人
に
達
す
る
見
込
。

二
、
集
　
會

會
主
催
　
會
以
外

三 二 一 十 十 十 九 八 七 六 五 四 二 月

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 別

一 七 六 三 四 五 三 八 七 〇 〇 三 五 〇

wl
=-- fi=-=:,$=: fi -8.- = O

一
四

一
七

一
五

一
〇

三

計
　
　
一
一

月
不
均
　
九

ｏ
一
一　
一一
ｏ
四

●
廿
五
年
度
行
事
豫
定
及
責
施
方
針

大
綱
は
昨
年
度
と
大
差
な
し

（
記
載

省
略

。
然
し
會
員
増
加
と
支
部
新
設

に
よ
り
、
會
務
が
い
よ
／
＼
激
嬌
綬
展

す
る
こ
と
は
営
然
で
、
ウ
エ
ス
ト
ン
祭

の
如
き
恒
例
行
事
も
諸
般
の
熱
か
ら
槍

討
考
究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

豫
定
以
外
の
問
題
の
嚢
生
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。

特
に
東
京
支
部
印
ち
東
京
都
山
岳
會

が
、
従
来
、
本
部
に
従
目
的
存
在
で
あ

つ
た
の
を
、
今
後
は
努
め
て
獨
自
の
立

場
で
充
分
活
動
運
営
し
得
る
よ
う
、
種

々
手
段
方
法
を
考
究
し
た
。

●
廿
四
年
度
會
計
報
告

Ｏ

収

入

の

部

入
　
會
　
金
　
　
　
四
九
、
七
〇
四
Ｆ

會
費

（
廿
四
年
度
）

一
九
九
、
一
〇
〇

七 〇 計

(4)
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（
含
東
京
支
部
維
持
費
百
回
）

″
　

（奮
年
度
）
　

　

一
一〇
、
二
三
〇

會
報
魔
告
料
　
　
　
　
二
三
、
六
〇
〇

正
童
略
章
代
　
　
　
　
一
一
、九
四

一

貸
室
料

（
ル
ー
ム
）
　

　

四
、
六
〇
〇

宿
泊
料

（
ル
ー
ム
）
　

　

一
、
三
〇
〇

基

金

受

入
　
　
　
　
一
二
、
三
四
四

・二
五

計

　

　

　

　

〓
〓

四
、
四

一
九

二

五

〇

支

出

の

部

人
　
件
　
費
　
　
　
一
一
五
、
〇
七
〇

（
主
事
、
助
手
、
國
腱
應
援
者
）

謝
　
　
　
譴
　
　
　
　
　
七
、九
〇
〇

（
小
集
會
講
師
、
腱
協
職
員
）

會
　
報
　
費
　
　
　
　
四
六
、
八
七
五

郵

　

　

税
　
　
　
　
六

一
、
七
四

一

（
會
報
奎
途
、
諸
通
知

一
切
）

浩

耗

品

費

　

　

　

三
六
、
五
九
五

（
専
務
用
品
、
電
球
、
本
炭
、

茶
等

ル
ー
ム
用
品
を
含
む
）

備
　
品
　
費
　
　
　
　
一
七
、
一
二
五

（専
務
用
椅
子
二
、
窓
掛
、
書
架
、

暦
籠
、
ゴ
ム
印
等
）

交
　
通
　
費
　
　
　
　
　
九
、
三

一
二

製
　
本
　
費
　
　
　
　
　
七
、
四
八
〇

香
典
及
見
舞
金
　
　
　
　
一
、
四
五
〇

夕

〈艮
　
代
　
　
　
　
　
四
、
五
〇
五

（
小
集
會
講
師
夕
食
、
ア
ル
バ
イ
ト

老
の
夕
食
）

岡
書
室
維
持
費
　
　
　
一
一〇
、
三
六
五

（光
熱
、
芝
生
手
入
、
夜
具
洗
張
）

正
章
略
章
内
金
　
　
　
　
八
、
七
〇
〇

立
替
金
償
還

（祠
井

へ
）

五
、
二
三
〇

ウ
エ
ス
ト
ン
祭
補
助
　
　
一
一、
八
七
五

計

　

　

　

　

　

一二
四
五
、
二
三
二

差
引
不
足
　
　
　
　
一二
〇
、
八

一
三

・
七
五

●
廿
五
年
度
含
費
増
額

（別
記
）

●
廿
五
年
慶
豫
算

○

収

入

の

部

入
　
會
　
金
　
　
　
　
一二
〇
、
○
○
○

（
入
會
者
百
人
と
し
て
ω
ｏＯ
国
Ｘ
Ｈ８
）

會
　
　
　
費
　
　
　
一一〇
五
、
○
○
○

、
一河Ы
刀．
ぃ
。〇
輛脚一一Ｖ〔卜
〇〇
＝＝
ＨＯＯ
〇ヽ〇〇
ノ

／
せ
ご
Ч
「

い
い
〇
一回
一
×

『
〇
〇
＝

Ｈ
Ｏ
い

い
〇
〇
〇
ヽ

廣
　
告
　
料
　
　
　
　
一二
〇
、○
○
○

（
Ｐ

ｏ
ｏ
ｏ
珊
円
×

ｏ
回

＝
ω
ｏ
Ｌ

ｏ
ｏ
面
一）

會
員
章
賣
上
代
　
　
　
　
一二
、
○
○
○

（
ω
Ｏ
嗣

一
×

Ｈ
Ｏ
Ｏ
＝

ω
）
〇
〇
〇
一剛
一）五

、
〇
〇
〇

一
、
○
○
○

一
六
五
、
○
○
○

計
　
　
　
　
　
　
四
六
五
、
○
○
○

○

支

出

の

部

人
　
件
　
費
　
　
　
一
三
二
、
○
○
○

がヽ
〇
〇〇
輛
鯛
×
ＨＮ
×
卜
＝
∞♪
〇〇〇
ノ

〆ハ
いｏｏ
ｏ剛
一×
ＨＮ
×
Ｈ
＝
卜
∞
ｏヽｏｏ
、

謝
　
　
　
祀
　
　
　
　
　
六
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ

會

報

印

刷

　

　

　

五
〇
、
○
○
○

（
Ｈｏ
Чｏ
安
）爾
一×
ｏ
日幽
）

二
五
、
○
○
○

二
〇
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ

一
〇
、
○
○
○

一
〇
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ

五
、
○
○
○

岡
書
室
維
持
費
　
　
　
一
五
、
○
○
○

正
章
略
章
代
　
　
　
　
　
五
、
○
○
○

繰
　
越
　
金
　
　
　
　
一
〇
、
○
○
○

山
　
岳
　
代
　
　
　
一
六
五
、
○
○
○

計
　
　
　
　
　
　
四
六
五
、
〇
〇
〇

●
役
員
改
選
の
件

（
別
記
）

●
支

部

報

生
口
（
出
席
者
の
み
）

○
開
　
　
西
　
　
　
　
篠
田
支
部
長

六
月
五
日
　
綿
會
、
於
六
甲
山

″
　
七
日
　
小
集
會
（岳
人
に
褒
表
）

十
月
汁
日
―
十

一
月
三
日
　
第
四
回

國
民
鎧
育
大
會
に
、
大
阪
府
代
表
三
名

技
術
役
員
三
名
派
遣
。

十

一
月
十
七
日
　
各
山
の
講
演
及
映

蓄
、
於
毎
日
講
堂
。

會
報
二
琥
姜
行

水
野
渡
栗
邊
別
小
集
會

○
越
　
　
後
　
　
　
　
藤
島
支
部
長

會
員
敷

一
七
八
名
、
退

會

者

三
八

名
。

會
員
種
目
別
　
農
、
軽
工
業

（
紡
績

・
歿
物
）
従
業
員
、
新
制
高
校
、
俸
給

生
活
者
。

會
費
増
額
の
篤
、
退
會
者
牛
数
に
及

ぶ
見
込
な
る
も
、
之
等
は
園
腱
員
と
す

る
。第

四
回
図
瞳
参
加
、
藤
島
外
三
名
。

三
縣

（新
潟
、
一鵬
島
、
山
形
）
交
漱

飯
豊
登
山
、
参
加
者
六
〇
名
。

綿
會
、
於
魚
沼
三
山
、
つ
い
で
科
學

博
物
館
佐
竹
博
士
指
導
の
下
に
植
物
研

究
。高

校
連
盟
に
指
導
者
派
遣
。

コ
ウ
サ
ギ

女
人
禁
制
の
光
兎
山
に
、
二
〇
〇
名

の
内
、
高
校
女
■
四
〇
名
登
山
。

越
後
山
岳
三
琥

（會
報

一
四
九
琥
岡

書
紹
介
に
詳
し
）
刊
行
。

國
立
公
園
事
務
協
力
。

○
山
　
　
陰
　
　
　
　
佐
野
支
部
長

創
立
日
な
お
浅
く
特
記
事
項
な
し
。

六
月
　
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
五
名
参
加
。

七
月
　
大
山
々
開
き
。

八
月
　
大
山
集
園
縦
走
。

九
月
　
山
と
漢
谷
祗
主
催
座
談
會
。

十

一
月
　
國
證
登
山
及
公
開
登
山
に

佐
野
外
十
七
名
参
加
。

十
二
月
　
ス
キ
ー
映
書
と
講
演
會
。

一
月
　
會
報

一
琥
套
行
。

二
月
　
各
山
講
習
會
。

来
年
國
餞
に
、
豫
算
二
五
〇
萬
回
で

大
山
に
山
小
屋
建
設
豫
定
。

四
月
五
日
於
米
子
市
開
催
、
観
光
産

業
博
覧
會
に
豫
算

一
三
萬
回
で
山
小
屋

模
型
建
築
、
十
で
に
落
成
。

○
山
　
　
梨
　
　
　
岩
間
支
部
理
事

役
員
及
役
員
會
　
支
部
加
盟
各
會
よ

り
二
名
宛
理
事
選
出
、
毎
月

一
日
及
十

五
日
の
二
回
理
事
會
開
會
。

線
會
　
於
櫛
形
山
　
参
加
六
〇
名

六
月
　
夏
山
講
管
、
講
師
は
本
部
支

部
役
員
及
先
輩
。

七
月
　
講
演
ナ
ン
ダ
コ
ッ
ト
、
講
師

本
部
堀
田
理
事
。

八
月
　
於
富
士
　
國
腱
豫
管
、
於
涸

澤
及
瀧
谷
夏
山
合
宿
訓
練
。

九
月
　
於
北
郊
帯
那
山
、
證
育
祭
、

参
加
二
〇
〇
名
。

十
月
升
日
―
十

一
月
三
日
　
第
四
回

國
證
富
土
登
山
に
支
部
長
以
下
全
員
出

動
、
縣
営
局
及
本
部
と
協
力
。

十
五
年

一
月
　
於
霧
ガ
峯
ス
キ
ー
講

管
、
六
十
名
参
加
。

○
信
　
　
濃
　
　
　
　
高
橋
支
部
委
員

六
月
　
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
、
本
部
に
全

面
的
協
力
。

八
月
　
乗
鞍
學
術
登
山
　
地
質
を
小

林
、
植
物
を
横
内
各
委
員
が
指
導
。

十

一
月
　
國
證
に
高
橋
外
十
名
参
加

一
月
　
八
ガ
岳
の
阿
爾
陀
岳
の
壁
試

登
。
高
橋
、
百
瀬
外
参
加
。

六
月
　
部
報
三
琥
刊
行
。

十

一
月
　
根
支
部
長
辞
任
し
後
任
と

し
て
尾
崎
就
任
。

十
二
月
　
部
報
四
琥
刊
行
。

○
祠
　
　
島
　
　
　
川
俣
支
部
理
事

川
俣
が
常
任
理
事
に
就
任
、
會
務
庭

理
、
本
部
連
絡
を

ｒ
元
化
し
た
。

廿
五
年

一
月
　
於
吾
妻
小
屋
、
初
心

者
の
篤
の
各
山
講
習
。

二
月
　
蔵
王
ス
キ
ー
登
山
　
峨
々
よ

り
雁
戸
―
有
耶
無
耶
峠
登
行
。

二
月
　
國
盤
ス
キ
ー
に
協
力
。

〇
東
　
　
京
　
　
藤
井
支
部
理
事
長

四
月
　
立
山
ス
キ
ー
登
山
。

五
月
以
来
　
研
究
シ
リ
ー
ズ
と
し
て

音
柴

ｏ
地
質

・
氣
象

・
植
物
な
ど
の
小

集
會
を
開
催
。

九
月
　
國
證
豫
選
雲
取
登
山
　
毎
日

新
聞
及
地
元
官
公
聴
、
諸
園
證
、
奥
多

摩
山
岳
會
等
の
張
力
な
後
援
の
下
に
五

班
約
百
廿
名
が
集
中
登
山
に
成
功
。

十
月
―
十

一
月
　
國
豊
富
士
登
山
に

支
部
員
そ
の
他
よ
り
選
出
し
た
代
表
九

名
派
遣
。

廿
五
年

一
月
　
於
飛
騨
坂
上
ス
キ
ー

講
管
、
地
元
官
公
聴
、
岐
阜
ス
キ
ー
連

盟
後
援
に
よ
り
拳
行
、
バ
ッ
ヂ
テ
ス
ト

を
も
行
つ
た
。

白
馬
ス
キ
ー
合
宿
　
係
村
井
支
部
理

事二
月
　
菅
干
ス
キ
ー
合
宿
　
係
今
井

支
部
理
事
。

會
報

一
暁
、
二
競
套
行
。

０
富
　
　
山
　
　
　
沼
倉
支
部
理
事

一
月
　
大
品
山
　
申壽洞
訓
練
。

四
月
　
猫
叉
、毛
勝
山
（雪
洞
に
よ
る
）

七
月
　
指
導
者
講
習
會
に
講
師
派
遣

五
〇
名
参
加
。
Ａ
製
よ
り
黒
部
、
Ｂ
大

日
。九

月
縣
民
誰
育
大
會
、
國
瞳
豫
選
山

行
、
上
級
製
の
岩
登
り
、
中
級
以
下
立

山
行
。

十
月
―
十

一
月

國
瞳

富

土
参

加

（
内
女
子

一
名
）
。

小
屋
紅
皆
　
借
林
署
の
好
意
に
よ
り

室
堂
の
小
屋
経
管
、
松
ノ
干
も
決
定
、

橋
名

ｏ
追
分

・
地
獄
谷
は
支
部
指
定
と

し
三
割
引
と
協
定
し
た
。

●
映
　
　
妻

（
十
六
ミ
リ
）

塚
本
閤
治
氏
作
の
日
光
紅
葉
譜

（
綿

天
然
色
）
、
銀
山
不
よ
り
尾
瀬
へ
、
ス

キ
ー
一
家
を
映
窮
し
た
。

信
濃
支
部
の
脂
入
り
で
か
ね
て
懸
案

中
の
會
員
の
山
小
屋
宿
泊
料
の
割
引
が

今
夏
か
ら
賞
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

割
引
の
賞
施
さ
れ
る
範
園
は
北
ア
ル
プ

ス
信
州
側
の
各
山
小
屋
及
旅
館
の
一
部

で
、
會
員
は
昭
和
二
十
五
年
度
の
會
員

證
及
び
バ
ツ
ヂ
提
示
の
上
利
用
さ
れ
た

い
。
詳
細
は
追
て
稜
表
の
豫
定
。

★
小
島
鳥
水
公％
の
レ
リ
ー
フ

故
小
島
氏
を
永
く
記
念
す
る
た
め
ル

ー
ム
の
一
角
に
レ
リ
ー
フ

（
會
員
佐
藤

久

一
朗
氏
作
）
を
取
り
付
け
る
件
は
末

る
六
月
十
日
午
後
開
係
有
志
に
よ
つ
て

取
り
行
は
れ
る
豫
定
で
あ
る
。

山 宿 貸

岳 泊 室

代 料 料

夕 交 備 :省 通

食通品量信
代 費 費 費 費

回

山
」ヽ
屋
の
會
員

害」
ヨl

ロ

(51)
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會

務

報

告

（
一
）

本

部

役

員

會

二
月
八
日
　
連
絡
理
事
會

神
戸
博
に
ア
ル
バ
ー
タ
紀
念
ピ
ッ
ケ

ル
出
品
の
件
は
、
再
協
議
の
結
果
承
諸

と
決
定
。

會
員
線
會
の
報
告
事
項

ｏ
議
題
を
作

成
。
松
方
外
十

一
名
出
席

二
月
十
五
日
　
連
絡
理
事
會

富
土
講
習
計
豊
　
静
岡
支
部
創
立
紀

念
事
業
と
し
て
、
今
秋
開
催
の
第
五
回

國
民
證
育
大
會
に
際
し
、
静
岡
縣
側
よ

り
す
る
、
初
多
の
富
土
登
山
講
習
會
を

奉
行
す
る
計
豊
を
、
同
支
部
墜
田
、
磯

野
雨
委
員
か
ら
提
案
が
あ
つ
て
審
議
し

た
。（

一
）

構
想
　
縣
教
育
委
員
會
承
認

の
下
に
國
證
終
了
に
引
績
き
、
参
加

府
縣
代
表
及

一
般
参
加
者
を
封
象
と

し
て
、
初
多
の
富
土
登
山
の
講
習
會

を
行
う
。

（
二
）

場
所
　
御
殿
場
若
く
は
須
走

ｎ
Ｈ
。

（
三
）

賞
施
分
指
　
本
會
主
催
と
し

て
全
面
的
に
企
書
宣
施
し
、
技
術
役

員
を
派
遣
す
る
。
事
務
は
宣
施
要
綱

に
基
い
て
主
と
し
て
支
部
が
行
う
。

（
四
）

役
員
　
庶
務
十
名
、
技
術
廿

名
計
絢
升
名
と
し
て
、
所
要
経
費
は

別
途
に
豫
算
を
計
上
す
る
。

（
五
）

豫
算
　
概
算
十
五
萬
同

（
六
）

小
屋
新
築
計
書
　
本
行
事
を

機
に
、
多
期
用
の
小
屋
を
建

設
す

る
。
相
営
亘
額
の
経
費
を
要
す
る
の

で
、
具
證
的
な
設
計
案
敷
種
作
成
の

上
、
機
討
す
る
。

會
員
線
會
事
項
新
役
員
推
薦
交
渉
の

こ
と
そ
の
他
。

小
集
會
事
項
　
四
月

（
一
二
〇
回
）

未
定
、
五
月

（
一
二

一
回
）
は
本
暮
氏

を
偲
ぶ
夕
と
す
る
。

ウ
エ
ス
ト
ン
祭
事
項
　
開
催
の
時
期

に
つ
い
て
考
究
す
る
こ
と
ヽ
し
た
。

堀
田
外
六
名
、
静
岡
支
部
墜
田
、
磯

野
出
席
。

二
月
十
二
日
　
役
員
紹
會

本
年
度
行
事

・
講
習
會
の
種
日
協
議

役
員
新
任
の
件
　
本
部
及
東
京
支
部
の

役
員
を
詮
衡
、
さ
ら
に
評
議
員
選
出
を

決
定

絶ヽ
會
で
理
事
を
き
め
、役
員
総
会

で
評
議
員
を
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

會
員
組
會
事
項
　
線
會
の
議
事
及
営

日
の
指
任
を
決
定
。

廿
四
年
度
の
講
師
派
遣
の
件
報
告
。

松
方
外
十
四
名
出
席
。

二
月
十
五
日
　
會
員
絶
會

（別
記
）

四
月
五
日
　
連
絡
理
事
會

第
五
回
國
證
事
項
　
事
務
局
決
定
、

四
月
十
三
日
　
現
地
鈴
鹿
山
麓
湯
ノ

山
に
於
け
る
協
議
會
に
、
人
澤
・
鈴
木

村
山
出
席
、
現
地
に
於
け
る
一
切
は

濱
野
に
一
任
と
決
定
。

群
馬
支
部
設
立
準
備
の
件
　
在
高
崎

市
吉
田
よ
り
群
馬
支
部
設
立
の
申
人
が

あ
つ
た
に
つ
き
協
議
。

山
形
支
部
嚢
會
　
か
ね
て
在
山
形
市

後
藤
よ
り
協
議
の
あ
つ
た
支
部
設
立
準

備
完
了
し
、
四
月
十
九
日
套
會
式
拳
行

の
運
び
と
な
り
、
藤
島

・
藤
井
・
原
を

浜
遣
に
決
定
。

評
議
員
人
選
　
原
案
作
成
は
藤
島
理

事
に
一
任
す
る
こ
と
に
決
定
。

ウ
エ
ス
ト
ン
祭
事
項
　
本
年
は
公
開

的
行
事
と
す
る
方
針
の
下
に
期
間
は
七

月
上
旬
、
細
目
は
事
業
部
と
信
濃
支
部

と
協
議
の
上
決
定
す
る
こ
と
ヽ
す
る
。

松
方
理
事
長
外
九
名
出
席
。

四
月
十
二
日
　
連
絡
理
事
會

第
五
回
國
餞
現
地
協
議
會
事
項
討
議

芙
蓉
荘

（富
士
新
設
小
屋
）
近
況
に
つ

き
林
よ
り
報
告
。
内
部
若
千
修
理
を
要

す
る
。

富
士
懇
親
登
山
計
書
　
五
月
三
日
よ

り
五
日

（芙
蓉
荘
に
於
て
）

月
山
ス
キ
ー
行

（山
形
支
部
創
立
記

念
山
行
）
参
加
者
人
選
。

四
月
十
九
日
　
役
員
絶
會

名
替
會
員
決
定
　
藤
島
理
事
よ
り
提

案
決
定

（
別
記
）
。

評
議
員
決
定
　
慎
重
に
人
選
を
行
い

決
定

（別
記
）。

本
暮
前
會
長
追
悼
有
志
晩
餐
會
　
五

月
六
日
に
未
亡
人
及
令
嬢
招
待
し
岡
書

室
で
行
う
こ
と
、
世
話
人
紳
谷

ｏ
堀
田

そ
の
他
ウ
エ
ス
ト
ン
祭

・
山
形
支
部

・
富
土
登
山

・
事
務
分
指

・
第
五
回
國

證
等
多
数
の
議
題
に
つ
き
考
究
討
議
し

た
。四

月
十
九
日
　
月
山
々
麓
志
津
に
於

て
山
形
支
部
創
立
報
告
。

四
月
汁
日
　
月
山
頂
上
に
於
て
山
形

支
部
嚢
會
式
、
本
會
よ
り
藤
島
外
九
名

支
部
後
藤
外
約
汁
名
参
加
盛
會
裡
に
絡

了
。（

二
）

支
部
及
地
方
連
事
絡
項

二
月
十
二
日
　
石
川
支
部
西
川
委
員

宿
泊
、
會
計
及
事
務
報
告
。

二
月
十
六
日
　
第
五
回
國
證
二
重
役

員
川
喜
田
末
京
事
務
連
絡
。

二
月
廿
日
　
山
梨
支
部
　
大
澤
支
部

長
東
京
事
務
打
合
。

二
月
廿
四
日
　
鹿
見
島
岡
田
末
京
、

同
地
支
部
設
立
に
つ
き
協
議
。

二
月
十
五
日
　
山
陰
支
部
　
佐
野
支

部
長

・
港
及
鳥
取
縣
西
村
證
育
課
長
末

京
第
六
回
國
證
事
務
打
合
。

二
月
十
六
日
　
鶴
岡
山
岳
會
　
村
上

末
京
、
同
地
在
住
會
員
状
況
報
告
。

二
月
汁

一
日
　
開
西
支
部
　
水
野
末

京
、
近
く
渡
英
に
つ
き
日
経
等
報
告
。

ア
ル
バ
イ
ン
ク
ラ
ブ
に
封
す
る
連
絡
な

ど
打
合
。

四
月
二
日
　
富
山
支
部
　
貴
堂
支
部

長
東
京
、
新
任
挨
拶
。

四
月
十
四
日
及
廿
七
日
　
山
梨
支
部

大
澤
東
京
事
務
打
合
。

四
月
十
六
日
　
開
西
支
部
　
田
中
来

京
、
近
く
渡
米
に
つ
き
、
岳
界
に
封
す

る
連
絡
事
項
等
打
合
。

五
月
二
日
　
信
濃
支
部
高
橋
東
京
、

ウ
エ
ス
ト
ン
祭
及
事
務
全
般
打
合
。

五
月
七
日
　
信
濃
支
部
小
林
東
京
、

ウ
エ
ス
ト
ン
祭
打
合
。

本

年

度

役

員

會
　
長
　
武
田
久
吉

（重
任
）

評
議
員
　
（
四
月
十
九
日
役
員
絶
會

決
定
、
三
二
名
）

棋
　
有
恒
・
紳
谷
　
恭

・
沼
井
鐵
太

郎

・
辻
　
荘
一
ｏ
藤
島
敏
男

・
三
田
幸

夫

・
津
田
周
二
ｏ
伊
藤
秀
五
郎

・
今
西

錦
司
ｏ
成
瀬
岩
雄

ｏ
島
田
　
巽

ｏ
山
崎

春
雄

ｏ
篠
田
軍
治

・
入
澤
文
明
。

支
部
長
在
職
者
　
篠
島
源
太
郎

（越

後
）
・
伊
藤
爾
十
郎

（一藤
島
）
。
大
澤
伊

二
郎

（山
梨
）
ｏ
後
藤
幹
次

（山
形
）
ｏ

佐
野
勇

一
（山
陰
）

ｏ
尾
崎
喜
八

（信

濃
）
・
貴
堂
武
時

（富
山
）
・
大
室
貞

一

郎

（静
岡
）
。

理
事
長
　
松
方
二
郎

（重
任
）

理
　
事
　
（
二
月
十
五
日
會
員
組
會

決
定
、
一
九
名
）

堀
田
爾
一
・
谷
口
現
吉

。
塑
月
達
夫

ｏ
藤
井
運
干
ｏ
今
井
友
之
助
・
辰
沼
廣

吉

ｏ
林
　
和
夫

・
開
根
吉
郎

ｏ
今
村
正

三
・
紳
山
　
勉
ｏ
濱
野
正
男

ｏ
千
谷
壮

之
助
・
崎
田
　
熙
・
鈴
木
正
俊
ｏ
杉
本

義
信
ｏ
小
野
　
・幸
・
村
山
雅
美

・
山
田

二
郎

。
村
本
庸
釜
。

監
　
事
　
石
原
憲
治

ｏ
中
屋
健

一

主
　
事
　
原
　
全
教

国

書

整

理

報

告

こ
れ
は
去
年
の
十
月
か
ら
始
め
て
、

今
日
に
至
つ
て
を
り
ま
す
が
、
な
か
な

か
思
う
よ
う
に
は
か
ど
ら
ず
、
や
っ
と

和
書
の
記
入
を
終
り
、　
一
應
書
棚
に
並

べ
た
よ
う
な
次
第
で
す
。
ま
だ
ン
ベ
ル

の
琥
の
整
理
は
牛
ば
で
、
帯
出
も
思
う

に
ま
か
せ
ま
せ
ん
。
至
急
和
書
だ
け
の

整
理
を
了
し
た
く
思
い
ま
す
、
そ
れ
に

績
い
て
洋
書
を
早
く
整
理
せ
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
寄
賠
希
塑
日
書
も
次
琥
か
ら

の
せ
る
つ
も
り
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
事
務
は
、
大
證
、
商
大

現
役
の
澁
谷

一
郎
粛
の
力
を
得
て
共
に

致
し
て
を
り
ま
す
。
（
小
野
　
幸
）

第

一
一
五
回
小
集
會

十
二
月
十
五
日
　
於
岡
書
室

會
員
新
村
正

一
氏
か
ら
、
積
雲
期
の

槍

・
穂
高
縦
走
の
話
を
聞
く
豫
定
で
あ

つ
た
が
、
生
慣
肺
炎
の
篤
、
出
席
で
き

な
い
と
の
電
報
に
接
し
、
林
理
事
を
中

必
と
し
て
座
談
會
を
催
し
た
。
山
に
開

す
る
あ
ら
ゆ
る
話
題
が
で
ヽ
、
ま
じ
め

に
し
か
も
な
ご
や
か
な

一
夜
で
あ
つ
た

出
席
者
　
升
五
名
。

第

一
一
六
回
小
集
會

廿
五
年

一
月
十
八
日
　
於
同
書
室

講
演
　
凍
傷
の
話

會
員
　
辰
沼
廣
吉
氏

慶
應
山
岳
部
以
来
の
豊
富
な
多
山
の

證
ぬ
と
、
専
門
の
臀
家
の
立
場
か
ら
の

講
演
は
極
め
て
有
益
な
も
の
で
あ

つ

た
。
終
つ
て
か
ら
質
疑
應
答
が
あ
つ
て

質
問
者
の
中
に
は
、
各
學
校
現
役
の
顔

が
見
え
た
の
も
う
な
づ
け
た
。
末
會
者

四
七
名
。

第

一
一
七
回
小
集
會
（
二
月
四
日
）

映
書
　

（
八
ミ
リ
線
天
然
色
）

會
員
　
別
宮
貞
俊
氏

滞
欧
滞
米
時
代
の
作
品
、
深
碧
の
大

容
に
そ
ゝ
り
立
つ
岩
峯
の
下
に
は
、
名

ガ
イ
ド
、
ブ
ラ
バ
ン
ド

一
家
の
だ
ん
ら

ん
が
か
も
さ
れ
、
車
窓
に
去
末
す
る
南

欧
の
都
市
が
あ
る
か
と
思
え
ば
、
ス
ィ

(6)
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ス
の
湖
畔
の
散
策
場
面
が
あ
り
、
製
幻

つ
き
る
こ
と
な
く
、
観
衆
も
ま
た
た
ち

ま
ち
ア
ル
ペ
　
ン́
ヘ
の
登
高
心
に
胸
を
と

き
め
か
し
、
戦
前
に
今
は
亡
き
異
國
の

町

へ
の
感
傷
に
、
は
や
、
胸
の
痛
む
思
い

で
、
寒
替
し
ん
ノ
ヽ
と
し
み
る
冷
氣
も

よ
そ
に
、
終
り
の
早
い
の
を
惜
ん
だ
。

な
お
、
所
蔵
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
映
壼
も
、

珍
し
い
も
の
で

一
同
を
喜
ば
せ
た
。
末

會
者
三
五
名
。

會
　

口貝
　

一通
　

信

石

　
狩

　

岳
藤

島

敏

男

會
員
小
瀧
武
夫
君
の
切
な
る
勘
誘
に

近
末
ト
ン
と
出
か
け
ぬ
小
生
遂
に
重
い

腰
を
上
げ
北
海
道

へ
参
り
候
。
札
幌
で

は
山
崎
春
雄
先
輩
の
宅
へ
韓
り
こ
み
、

毎
日
近
郊
の
丘
に
雪
上
散
歩
を
試
み
或

は
ス
ト
ー
ブ
を
国
ん
で
、
ス
イ
ス
・
ア

ル
プ
ス
の
回
想
に
話
は
コ
ン
ノ
＼
と
泉

の
如
く
つ
き
ず
集
し
き
週
日
を
過
ご
し

申
候
、
ま
た
北
海
道
支
部
の
集
會
に
参

會
、
ア
ル
プ
ス
の
ス
ラ
イ
ド
を
映
し
て

辿
々
し
い
話
を
も
致
候
。
ま
た
或
る
夜

は
支
部
の
委
員
達
に
國
民
鎧
育
大
會
が

北
海
道
に
て
開
催
の
場
合
登
山
部
門
を

い
か
に
す
べ
き
か
の
討
議
な
ど
も
斉
聴

致
候
。

折
角
北
海
道
ま
で
参
り
た
る
こ
と
な

れ
ば
と
て
北
大
山
岳
部
の
リ
ー
ダ
ー
で

會
員
の
山
崎
美
雄
粛
そ
の
他
の
先
達
を

得
て
石
狩
岳

へ
志
し
候
。
帯
廣
よ
り
十

勝
三
股
ま
で
参
り
、
更
ら
に
幽
速
な
る

原
生
林
を
縫
ふ
こ
と
牛
日
、
岩
間
温
泉

小
合
に
二
泊
し
二
月
十
二
日
、
春
に
し

て
は
稽
つ
め
た
く
風
荒
れ
る
日
、
石
狩

岳
の
頂
上
を
踏
み
申
候
。
石
狩
側
は
も

と
よ
り
十
勝
側
よ
り
も
天
幕
な
し
で
は

登
頂
叶
は
ざ
り
し
石
狩
岳
に
、
不
完
全

と
は
申
し
乍
ら
こ
の
小
舎
の
お
か
げ
で

槃
々
と
登
頂
し
得
た
る
次
第
に
候
。

山
頂
は
風
肇
寺
の
た
め
眺
塑
皆
無
に
候

ひ
し
も
中
腹
以
下
見
渡
す
か
ぎ
り
の
原

生
林
は
忘
れ
得
ぬ
印
象
を
興

へ
申
候
。

よ
き
先
達
さ
へ
あ
ら
ば
ま
だ
ノ
＼
高
岳

に
登
れ
る
自
信
を
得
た
る
も
嬉
し
く
存

候
。久

振
り
に
接
し
た
る
北
海
道
の
多
の

自
然
に
ま
た
の
遊
行
を
期
し
た
る
こ
と

に
候
が
、
昭
和
十
年

ヘ
ル
ジ

ェ
チ
ャ
ｏ

ヒ
ュ
ッ
テ
に
行
を
共
に
し
た
る
會
員
田

中
菅
雄
、
田
口
一
郎
雨
君
が
比
島
に
瑞

西
に
逝
き
て
返
ら
ぬ
人
と
な
り
た
る
を

淋
し
く
迫
想
し
た
る
次
第
に
候
。

阿
蘇
山
下
塾
十山
荘

北

田

正

三

晩
秋
の
九
州
の
山
々
も
霧
氷
で
、
美

し
く
な
り
ま
し
た
。
十
五
日
は
久
一住
山

で
、
は
か
ら
ず
も
、
東
京
よ
り
武
田
先

生
、
村
井
よ
ね
氏
、
塚
本
閤
治
氏
、
原

氏
、
遠
末
の
山
人
を
迎
え
、
地
元
よ
り

は
工
藤
氏
、
加
藤
氏
、
六
鵜
先
生
等
も

参
加
、
山
の
湯
宿
法
華
院
で
は
塞
前
の

賑
い
で
し
た
。
私
は
翌
日
工
藤
氏
と
下

山
、
諸
氏
は
飯
田
高
原

へ
向
つ
て
九
州

の
中
央
を
心
ゆ
く
ま
で
歩
か
れ
た
で
し

よ
う
。★

お

知

ら

せ
★

本
會
が
昨
秋
國
瞳
登
山
記
念
と
し
て

営
時
の
特
別
開
係
者
に
賠
る
べ
く
會
員

佐
藤
久

一
朗
氏
に
蟻
し
た
る
記
念
品
は

ス
イ
ス
、
グ
リ
ン
デ
ル
フ
ル
ド
の
名
匠

ア
マ
ツ
ヘ
ル
の
山
靴
を
模
し
て
雅
味
掬

す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
二
〓
個
を
以
て

こ
の
原
型
を
滅
し
去
る
に
偲
び
な
い
の

で
同
好
の
土
に
頒
ち
た
い
と
思
ふ
。

世
話
人
　
槙

ｏ
藤
島

ｏ
松
方

一
、
用
途
　
置
物
　
花
さ
し
　
友
落
し

一
、
青
銅
製
桐
函
入
り

一
、
頒
布
債
格
　
一二
〇
〇
〇
曰

本
會
宛
な
る
べ
く
早
く
申
込
の
こ
と

０

片
桐
の

ザ

ツ

ク

と

テ

ン

ト

０

門
田
の

ビ
ツ
ケ
ル

と

ア
イ
ゼ

ン

○特 賣  ハイキング用サ ック ¥ 950。 00

澤 登 岩 登 用
D式ハイサ ック  ¥ 950。 00

0豫 約  ザイル 12ミ リ (繊定 含
。格品)

六 月 初 旬 豪 賣 豫 定

20 メ `―  ト フレ        ¥ 1700。 00

30 メ ,一  lヽ  ル        ¥ 2550。 00

0門田作 (ベ ルグハイル印)ピ ッケル

尺モノ       ¥1800。 00

尺 1寸 モノ     ¥ 19ooooo

尺 2寸 モノ     ¥2000。 00

0同  アイゼン (八本爪)    ¥1800.00

0優 秀 登 山 靴

○夏 期 用 テ ン ト 製 作 引 受

Oキ ス リングザ ック

東京都文京E湯島天粛11町ニ ノ十九

山とスキー具     (天 祠:下電車通り)

片 桐 盛 之 助

日 ノ 丸 バ ス 米 子 支 店 大 山 観 光 協 盲
米 子 市 東 町 騨 前 通 り 鳥取縣西伯郡大山村大山寺

山陰線米子繹下車,バ スにて一時間,山腹の基地大山寺に至る。

族館,宿坊,収容力 1000名 ソ宿料三食 300園。

其他 鐵道局山の家,大山山岳會 ヒユツテ,郵便局,電信,電話

の施設完備。

日本 山 岳盲 山陰 支 部

大  LL 國立公園

鳥取 縣 米 子市 中 町 八 一

第六回図雌登山開催豫定
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